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1

下水道使用料の適正化

平成18年答申

消費税改定に伴い
据え置き

資本費負担割合
50％

当初の改定率
20％

概ね10年で
目標達成

平成19年４月 料金改定
維持管理コストの削減

平成24年４月 料金改定
資本費充当率約45％

現状



稲村ガ崎
汚水管損傷事故
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資本費充当率の推移

平成24年
約45％

徐々に減少
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水量（㎥）で比較することは難しい

県内各市規模別年間水量比較（㎥）
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県内各市規模別年間水量比較（割合）（％）

20㎥以下
約39％

21㎥～100㎥
約46％
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1,000㎥以上の大口
約49％

1,000㎥以上の大口
約27％

1,000㎥以上の大口
約26％

1,000㎥以上の大口
約6％

10,000㎥以上
の超大口

約43％

10,000㎥以上
の超大口

０％

県内各市規模別年間水量比較（割合）（％）

鎌倉市には超大口使用者がいない

10,000㎥以上
の超大口

約18％

10,000㎥以上
の超大口

約18％
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県内各市規模別年間水量比較（割合）（％）
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100㎥までの割合は近隣市横並び

県内各市規模別年間水量比較（割合）（％）
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令和３年４・５月集計
合計 41,984件

下水道使用料 料金ランク別割合
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月3,000以下の使用者が約80％
使用水量 0㎥～25㎥

令和３年４・５月集計
合計 41,984件

下水道使用料 料金ランク別割合


